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JAXA惑星物質試料受入れ設備における、はやぶさ帰還試料のキュレーション作業
と、第１回国際公募研究
The Hayabusa return sample curation in JAXA and the first international announcement
of opportunity of research
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JAXA惑星物質試料受入設備において、2010年 6月 13日に小惑星探査機はやぶさが再突入カプセルを地球に帰還させ
てから今までに、200個以上の粒子が試料捕獲容器より回収された。一連の初期分析が 2011年 11月に終わり、12月に
はMOUに基づく NASAへの試料配付が実施された。回収された粒子の情報は整理されて、国際公募研究のウェブサイ
トに掲載され、2012年 1月 21日に公表された。はやぶさ帰還試料についての研究を計画している研究者は自由に試料
配付について応募できる。国際公募委員会による一連の評価により研究計画が承認された研究者に対して、2012年 5月
頃から最大 100個程度の試料の配付を開始する予定である。
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